
暑さが本格的になり、プール学習にも子供たちは意欲的に取り組んでいます。授業では、低学年の水に慣れるところから、

中学年での遊び要素、高学年は泳ぎのレベルアップを目指し、今週からは全学年での着衣泳の学習などに入ります。何より

大切なことは、この夏休みに海や川、水路などに出かけて水難事故や交通事故に遭わないこと

です。ご家庭でも注意喚起と出かける際の約束事の徹底をお願いいたします。そして、前期中

盤を終え、これから夏休みに入りますので、各教科の振り返りや課題克服へ重点的に取り組み

ながら、９月の前期後半に向けて、各自が、読書・文化・スポーツ・体験活動や地区行事、そ

して、家族と過ごす時間の中で、有意義な夏休みを過ごしてもらいたいと思います。なお、今

号で紹介できなかった諸活動は、三川小学校ホームページ（上記ＱＲコード）のニュース＆ト

ピックに掲載していますのでどうぞアクセスいただき、ご覧ください。（右写真：昨年の着衣泳）

県内の八街市で下校途中だった児童５人が飲酒運転のトラックにはねられ死傷した事故から６月２８日で２年とな

りました。県内では子ども達を事故から守るため、様々な取組が続いています。本校でも、通学時間帯に、教員やＰ

ＴＡ、市教委、地域関係者、千葉県警署員らによる見守り活動を行っています。夏休みを迎えるこの時期は、暑さや解

放感による安全意識・集中力の低下や、交通の流れの変化などから重大交通事故の発生が心配されます。実際、本校でも、

通いなれた通学路や学区内において、道路の歩き方や自転車の走行において、地域から心配してくださる声が学校に届いて

います。夏休みを前に、学校では安全教育や安全指導を日々行っているところです。夏休みは、家庭で過ごす時間が大半と

なりますので、交通事故防止について、ご家庭でも十分に気を付けるよう声がけをお願いします。

◆夏の交通安全運動重点

１ 自転車のヘルメット着用と

交通ルール遵守の徹底

２ 飲酒運転や速度超過など

悪質危険な運転の根絶

３ こどもや高齢者を始めとす

る歩行者の安全確保

４ 全ての座席のシートベルト

とチャイルドシートの正し

い着用の徹底

◆交通安全ニュース

※特定小型原動機付自転車

（いわゆる電動キックボード等）

のルールが施行されました。

○１６歳未満の者の運転は禁止等

（令和５年７月１日から）

自転車保険等で事故のリスクに備えましょう。

<資料の出典：千葉県警察ホームページより＞

https://www.pref.chiba.lg.jp/seikouan/

koutsuuanzen/jikoboushi/kenminundou

/r5/natsunoyoukou.html
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※教育CSR（Corporate Social Responsibility）とは？

企業の社会的責任として、従業員の家庭教育支援、学校・地域社会への貢献など特に教育分野における

貢献活動を教育ＣＳＲと呼びます。子どもたちが社会的に自立した個人として成長し、地域社会で共に生

きていけるよう、家庭・学校・地域が、それぞれの役割や責任を果たしながら相互に協力していくことが

求められています。特に、企業の持つ技術やノウハウは貴重な教育的資源であることから、教育ＣＳＲに

取り組む企業と連携した取組が重要と考えられ、そこで、令和５年度における教育ＣＳＲに取り組む企業

の出前授業実践モデル校として、千葉県教育委員会から三川小学校が指定を受け、６月２６日（月）に、

５年生・６年生を対象に、出前授業が行われましたので紹介します。

株式会社パル・ミートは、習志野市に事業所を置く、生活協同組合「パル・システム」の系列会社で、

畜産の飼育から、肉製品の加工、消費者への提供までを包括的に行っている企業です。私たちが日頃食べ

ているお肉がどのように育てられているのか、ごはんや食料のありがたさ、食糧自給率の低下、食品ロス

の問題、国産のお肉の自給率を上げ、おいしいお肉を作りたいという生産者の熱意など、食育を通じて、

食の未来を一緒に考えてくれる仲間を作りたいという思いを、出前授業でお伝えしてくれました。

子ども達の健やかな成長には、「早寝早起き朝ごはん」をはじめとした規則正しい生活習慣が大切です。

近年、子ども達の生活習慣の乱れが学習意欲、体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されています。

では、なぜ「早寝早起き朝ごはん」が必要なのでしょうか？

＊その１ 朝食を毎日食べている子どもの方が、学力調査の平均正答率や体力合計点が高い傾向にあります。

（文科省全国学力学習状況調査、スポーツ庁全国体力・運動能力、運動習慣等調査から）

＊その２ 科学的にも証明されています。睡眠には心身の疲労を回復させる働きのほかに、脳や体を成長さ

せる働きがあります。眠る時間が遅くなると、脳内物質の分泌に影響を与えてしまうので、午後9時

ごろには就寝するように心がけましょう。

＊その３ 早く目覚め、朝の光を浴びると、脳の覚醒を促す脳内ホルモンが活発に分泌されます。その結果、

頭がスッキリと目覚め、集中力があがります。また、自律神経が副交感神経から交感神経に切り替わ

り、活動に適した体になります。脳内ホルモンの分泌を増やすには、陽の光を浴びて体を動かすこと

や、しっかりと噛んで朝ごはんを食べること等が効果的です。

（引用： 「早寝早起き朝ごはん」全国協議会HPより）


